
研究の背景・目的

AIAA 概要:

ソーラー電力セイル用膜面フェーズドアレーアンテナの
ためのアクティブ集積アンテナアレーの試作
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現在、次世代のソーラー電力セイル探査機としてイカロスⅡが提案されている。ソーラー電力セイルの膜面は薄く、部分的
には変位を生じる。また、通信パス確保のためのMGA程度の利得をもったアンテナのビーム走査と、セイル面に沿った方

向の放射が必要であった。このような衛星用のアンテナシステムには超薄型・軽量・低消費電力柔軟構造アンテナシステ
ムの実現が必要である。

ソーラーセイル（IKAROS）仕様
薄膜厚:7.5um
重量:308kg(薄膜重量：16kg）

ソーラーセイル薄膜表面に
実装可能な超薄膜・軽量な
アンテナの実現を目指す

本研究では、背面にアンプを搭載した積層型
7/8 GHz帯AIAA (Active integrated array antenna) を提案
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多層基板アレーアンテナを採用し、ハイパワーアンプ
（HPA）とローノイズアンプ（LNA）を背面に実装することによ
り基板厚 759umを実現

アンテナ基板レイアウト：

表 裏

PALNA

Mini-SMP connecterL2（受信用7.2GHz)でのデバイ
ダ用100ohm チップ抵抗

L2（受信用7.2GHz)の給電点
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アンテナ評価:

試作したTx 8.4GHz/Rx7.2GHz AIAAに対して電波
暗室内にて放射パターンを測定
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8.4GHzおよび7.2GHzにおいて、正面方向への
ビームを確認

AIAAを薄膜表面に
実装したい

AIAAブロック図
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